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歸
懋
儀

(

一
七
六
五
〜
？)
は
清
朝
乾
隆
嘉
慶
期
に
活
躍
し
た
袁
枚
女
弟
子
の
一
人
で
あ
る
。
彼
女
は
ま
た
上
海
の
役
人
李
廷
敬
に
も

師
事
し
、
陳
文
述
、
洪
亮
吉
、�
自
珍
な
ど
多
く
の
名
士
た
ち
と
交
遊
が
あ
り
、
袁
枚
の
弟
子
孫
原
湘
、
陳
基
と
は
文
字
の
交
わ
り
を

結
ん
で
い
た

(

１)

。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
閨
秀
詩
人
の
錢
孟
鈿
、
王
倩
、
席
佩
蘭
及
び
陳
文
述
の
女
弟
子
呉
藻
、
張
襄
、
陳
文
述
の
子
、

裴
之
の
妻
汪
端
、�
自
珍
の
妻
沈
吉
雲
は
、
皆
彼
女
の
詩
友
で
あ
り
、
そ
の
詩
名
は
江
、
浙
に
鳴
り
響
い
て
い
た
。
彼
女
は
嘉
慶
・
道

光
年
間
を
通
し
て
、『�
餘
小
草』

、『�
餘
續
草』

、『

再
續
草』

、『

三
續
草』

、『

四
續
草』

、『

五
續
草』

、『�
餘
近
草』

、『

聽
雪
詞』

、

『�
餘
餘
草
一
巻
尺
牘
一
巻』

な
ど
、
相
当
な
量
の
著
作
を
遺
し
て
い
る
。

彼
女
の
著
作
は
、
筆
者
の
調
べ
た
限
り
で
は
、『�
餘
續
草』

が
上
海
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、『�
餘
餘
草
一
巻
尺
牘
一
巻』

が
台
湾

の
中
央
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る

(

２)

。
上
海
図
書
館
所
蔵
の

『�
餘
續
草』

に
は
、
饒
慶
捷
を
は
じ
め
二
十
五
家
の
題
詞
が
付
さ
れ
て

お
り
、
当
時
は
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。
本
論
稿
は
、
袁
枚
の
女
弟
子
た
ち
の
面
影
や
著
作
の
あ
ら
ま
し
を
、
少
し
で
も

よ
り
リ
ア
ル
に
現
代
に
蘇
ら
せ
る
た
め
に
、
主
と
し
て
上
に
挙
げ
た
二
つ
の
著
作
を
中
心
に
歸
懋
儀
の
文
学
の
特
徴
を
探
り
、
ま
た
、

彼
女
の
袁
枚
や
李
廷
敬
と
の
師
弟
関
係
及
び
そ
の
文
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
清
代
女
流
文
学
史
に
お

い
て
彼
女
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い
。
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一

歸
懋
儀
、
字
は
佩
珊
。
江
蘇
省
常
熟
の
人
。
幼
き
よ
り
吟
詠
に
耽
り
、
詩
詞
の
ほ
か
書
画
、
刺
繍
に
も
秀
で
て
い
た
。
官
、
浙
江
布

政
使
に
至
っ
た
歸
朝
煦
の
女

む
す
め
で
あ
る
。
母
李
心
敬
は
上
海
の
閨
秀
詩
人
で
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
歸
懋
儀
の
お
じ
李
心
耕
が
彼
女

と
母
の
詩
を
合
刻
し
て
、『

二
餘
集』

と
名
付
け
て
出
版
し
て
い
る

(

３)

。
歸
懋
儀
は
李
心
耕
と
楊
鳳�
の
息
子
李
學�(

復
軒)

に
嫁
い

だ
。
姑
の
楊
鳳�
も
閨
秀
詩
人
で
、
著
に

『

鴻
寶
樓
詩
稿』

が
あ
り

(

４)

、
夫
も
在
野
の
文
人
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
女
は
文
学
的
な
家
庭
環

境
の
中
に
居
た
わ
け
で
あ
る
。
歸
懋
儀
は

｢

疊
韻
答
外｣
(『�
餘
續
草』)

に
お
い
て

｢

廿
載
蓬
廬
況
、
相
依
書
巻
中｣

(

廿
載

蓬
廬
の

況
、
相
依
る

書
巻
の
中)
と
詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夫
婦
共
に
金
銭
に
淡
泊
で
、
ひ
た
す
ら
文
人
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

『�
餘
小
草』

『�
餘
續
草』

な
ど
と
い
っ
た
書
名
を
見
る
だ
け
で
も
、
針
仕
事
を
し
て
い
る
傍
ら
に
い
つ
も
書
物
を
置
い
て
、
仕
事

の
合
間
に
読
み
耽
っ
た
り
、
筆
を
執
っ
た
り
す
る
女
性
の
姿
が
、
す
ぐ
に
浮
か
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
伝
統
的
な

｢

男
は
外
を

主
り
、
女
は
内
を
主
る｣

式
の
家
庭
分
業
に
お
い
て
は
、
男
性
は
学
問
に
励
み
、
功
名
を
得
、
家
を
継
承
し
て
い
く
一
方
で
、
女
性
は

嫁
ぎ
、
紡
績
、
食
事
の
支
度
を
す
る
、
と
い
っ
た
役
割
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
清
代
文
化
の
爛
熟
地
帯
た
る
江
南
に
生
き
た

教
養
の
あ
る
女
性
た
ち
は
、｢

女
性
に
相
応
し
い
領
域｣
に
女
性
を
閉
じ
こ
め
よ
う
と
す
る
社
会
的
圧
力
に
と
ら
わ
れ
ず
、
伝
統
的
な

性
別
に
よ
る
分
業
の
枠
を
越
え
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
最
も
充
実
し
た
生
き
方
を
積
極
的
に
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
さ
に

｢

集

名
倦�
、
針
神
原
是
餘
事

(

５)｣

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
閨
秀
詩
人
歸
懋
儀
の
生
活
の
重
心
は
、
裁
縫
の
余
暇
と
し
て
の
執
筆
活
動
に

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
胡
文
楷
の

『

歴
代
婦
女
著
作
考』
に
よ
る
限
り
で
は
、『�
餘
〜』

と
題
す
る
著
作
は
五
十
ほ
ど
に

及
ん
で
い
る

(

６)

。
し
た
が
っ
て
、
学
問
・
技
芸
が
女
性
に
開
放
さ
れ
た
自
由
な
雰
囲
気
の
中
に
あ
っ
た
清
の
乾
隆
嘉
慶
期
の
女
性
た
ち
は
、

ひ
た
す
ら
家
事
に
専
念
す
る
女
性
か
ら
脱
却
し
て
、
次
第
に
語
る
主
体
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

歸
懋
儀
は
特
に
詩
の
中
で
、
自
己
の
本
分
が
著
作
に
励
む
閨
秀
詩
人
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
例
え
ば

｢

秋
宵
即
事｣

(『�
餘
續
草』)

袁
枚
の
女
弟
子
歸
懋
儀
の
生
涯
と
そ
の
文
学
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に
｢

年
來
事
事
消
除
盡
、
結
習
難
忘
只
有
詩｣

(

年
来

事
事

消
除
し
尽
し
、
結
習
忘
れ
難
き
は

只
だ
詩
有
る
の
み)

と
あ
る
。

ま
た

｢
病
起｣

(『�
餘
續
草』)

に
は

｢

今
宵
應
被
燈
花
笑
、
依
舊
紅�
照
苦
吟｣
(

今
宵

応
に
灯
花
に
笑
わ
る
べ
し
、
旧
に
依
り
て
紅

�
苦
吟
を
照
ら
す)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
は
し
ば
し
ば
読
書
と
創
作
を
自
己
表
現
の
主
題
と
し
、
自
分
の
価
値
は
作
家
と
い
う

職
分
に
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
掲
げ
た
詩
句
に
言
う
よ
う
に
、
歸
懋
儀
は
夜
が
更
け
る
ま
で
一
体
何
を
読
ん
で
い
た
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

彼
女
は
袁
枚
の
女
弟
子
だ
か
ら
、
袁
枚
の
著
作
に
は
精
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る

(

７)

。
そ
の
他
に
、
兵
法
、
騎
射
を
善
く
し
た
張
襄

(

陳

文
述
の
女
弟
子)

の
著
作
に
も
彼
女
は
目
を
通
し
て
お
り
、『�
餘
餘
草』

に

｢

題
蒙
城
張
雲
裳
女
士
錦
槎
軒
詩
稿｣

と
い
う
詩
四
首
が
残

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『�
餘
續
草』

に

｢

詠
菊
十
二
律｣

が
あ
り
、
憶
菊
、
訪
菊
、
種
菊
、
對
菊
、
供
菊
、
咏
菊
、
畫
菊
、
問
菊
、
簪

菊
、
菊
影
、
夢
菊
、
残
菊
と
い
っ
た
詩
題
が
、『

紅
楼
夢』

第
三
十
八
回
に
あ
る

｢

菊
花
詩｣

と
同
じ
こ
と
か
ら
、
歸
懋
儀
は
天
才
少

女
た
ち
の
哀
艶
な
生
涯
が
織
り
な
さ
れ
た
恋
愛
物
語

『

紅
楼
夢』

を
も
確
か
に
読
ん
だ
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

更
に
彼
女
は
陳
端
生

(

一
七
五
一
〜
一
七
九
六)

の
弾
詞

(

韻
文
の
語
り
も
の)

『

再
生
縁』

を
も
閲
覧
し
て
い
る
。『

再
生
縁』

は
男
装
し
て

正
体
を
隠
し
、
皇
帝
の
命
令
に
反
抗
し
、
父
母
を
叱
責
し
、
舅
や
夫
を
跪
か
せ
る
ヒ
ロ
イ
ン
孟
麗
君
の
物
語
で
あ
る
。『�
餘
餘
草』

に

｢

題
再
生
縁
傳
奇｣

五
首
が
あ
り
、
其
の
一
は
次
の
よ
う
に
詠
う
。

合
歡
花
向
筆
端
開

雅
調
新
翻
出
玉
臺

合
歓
の
花
は
筆
端
に
向
か
っ
て
開
き
、
雅
調

新
た
に
翻
し
て

玉
台
を
出
づ

世
上
良
縁
多
缺
陷

補
天�
費
女�
才

世
上
の
良
縁
は
缺
陷
多
く
、
補
天�
費
す

女�
の
才

ま
た
、
呉
藻

(

一
七
九
九
〜
一
八
六
二
、
陳
文
述
の
女
弟
子)

の
た
め
に

｢

題
呉
蘋
香
夫
人
飲
酒
讀
騷
圖｣

(『�
餘
餘
草』)

二
首
を
作
り
、
其
の

一
で
呉
藻
を

｢

不
櫛
書
生

(

８)｣

と
賛
美
し
、
彼
女
の
才
能
を
大
い
に
称
揚
し
た
。

離
騷
一
巻
寄
幽
情

樽
酒
難
澆
傀
儡
平

離
騷
の
一
巻

幽
情
を
寄
す
、
樽
酒

澆
ぎ
難
し

傀
儡
の
平
ら
か
な
る
に

烏
帽
青
衫
鐙
影
裏

共
看
不
櫛
一
書
生

烏
帽

青
衫

鐙
影
の
裏
、
共
に
看
る

不
櫛
の
一
書
生

『

飲
酒
讀
騷
圖

(

曲)』

は
一
名
を

『

喬
影』

と
い
う
雑
劇
で
あ
り
、
呉
藻
が
彼
女
自
身
の
不
遇
を
男
装
し
た
謝
絮
才
に
仮
託
し
て
嘆

じ
た
物
語
で
あ
る

(

９)

。

陳
端
生
と
呉
藻
の
創
作
し
た
個
性
的
で
魅
力
溢
れ
る
通
俗
文
学
に
、
歸
懋
儀
は
強
い
共
鳴
を
覚
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
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に
彼
女
が
、
卓
越
し
た
才
能
学
識
を
抱
き
つ
つ
、
男
性
と
競
争
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
女
性
の
運
命
や
前
途
に
深
い
関
心
を
寄
せ

て
い
た
の
は
、
女
流
詩
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
男
性
よ
り
優
れ
た
知
性

を
持
つ
女
性
が
描
か
れ
た
文
学
作
品
を
高
く
賞
賛
す
る
の
は
、
歸
懋
儀
が
従
来
の
文
学
観
念
に
お
い
て
上
位
に
お
か
れ
て
い
た
士
大
夫
、

男
性
、
文
言
な
ど
に
対
し
て
、
そ
の
正
反
対
に
あ
る
も
の
の
価
値
を
強
く
認
識
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

歸
懋
儀
は
の
ち
に
江
蘇
・
浙
江
の
間
を
往
来
し
て
、
閨
塾
の
師
と
な
り
、
生
活
費
を
稼
い
だ

(�)

。『

明
三
十
家
詩
選』

を
編
纂
し
た
優

れ
た
閨
秀
詩
人
汪
端
は
、｢

秋
夜
寄
佩
珊｣

(『

自
然
好
學
齋
詩
鈔』

巻
八)

に
お
い
て
、
歸
懋
儀
を
明
末
清
初
の
才
女
黄
媛
介
に
見
立

て
、
二
人
の
生
き
方
は
何
と
彷
彿
と
し
て
い
る
こ
と
か
と
感
嘆
し
た
。

前
身
合
是
黄
皆
令
、
垂
老
窮
愁
託
詠
歌
、
一
語
寄
君
須
自
愛
、
掃
眉
才
子
已
無
多

(

前
身
は
合
に
是
れ
黄
皆
令
な
る
べ
し
、
老
い
に

垂
と
し
て
、
窮
愁
、
詠
歌
に
託
す
、
一
語
、
君
に
寄
す
、
須
ら
く
自
愛
す
べ
し
、
掃
眉
の
才
子
、
已
に
多
く
は
無
し)

。

明
末
の
嘉
興
の
才
媛
黄
媛
介

(
皆
令)

は
楊
世
功
に
嫁
い
だ
が
、
生
活
が
貧
し
か
っ
た
。
優
れ
た
才
能
を
持
っ
て
い
た
彼
女
は
、
銭

謙
益
・
柳
如
是
夫
婦
や
毛
奇
齢
、
紹
興
の
祁
彪
佳
の
妻
で
あ
っ
た
商
景
蘭
と
し
ば
し
ば
詩
文
の
唱
和
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
呉
越
の
間

に
往
来
し
て
、
自
分
の
詩
文
を
販
売
す
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
た
と
も
い
う

(�)
。
歸
懋
儀
も
黄
媛
介
と
同
じ
く
夫
よ
り
優
れ
た
詩
才
の
持

ち
主
で
、
一
家
の
生
計
を
助
け
る
た
め
に
、｢
内
人｣

と
い
う
枠
組
み
を
と
び
だ
し
、
か
な
り
有
為
転
変
の
あ
る
生
活
を
体
験
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。

二

生
計
を
立
て
る
た
め
に
東
奔
西
走
し
苦
労
を
味
わ
っ
た
歸
懋
儀
の
詩
に
は
、
家
に
対
す
る
思
い
や
孤
独
感
が
溢
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
彼
女
は

｢

琴
川｣

(『�
餘
續
草』)

に
お
い
て
、
故
郷
虞
山
を
ゆ
く
舟
旅
の
感
懐
を
次
の
よ
う
に
詠
う
。

十
年
南
北
等
浮�
重
作
虞
山
十
日
遊

十
年

南
北
す
る
こ
と

浮�
に
等
し
、
重
ね
て
虞
山
十
日
の
遊
を
作な

す

煙
裏
櫓
聲
驚
短
夢

霜
前
雁
影
動
新
愁

煙
裏
の
櫓
声

短
夢
を
驚
か
し
、
霜
前
の
雁
影

新
愁
を
動
か
す

人
家
斷
續
斜
陽
外

喬
木
蒼
涼
古
渡
頭

人
家
は
断
続
す

斜
陽
の
外
、
喬
木
は
蒼
涼
た
り

古
渡
の
頭
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百
里
江
天
迷
望
眼
、
蕭
蕭
蘆
萩
起
沙�
百
里
の
江
天

望
眼
迷
い
、
蕭
蕭
た
る
蘆
萩
に

沙
鴎
起
つ

舟
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
孤
独
な
作
者
は
、
櫓
を
動
か
す
音
と
眼
前
の
雁
に
郷
愁
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
琴
川
を
下
っ
て
い

く
景
色
と
そ
れ
に
伴
う
内
心
の
変
化
と
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
尾
聯
で
は
、
広
々
と
し
た
河
の
上
空
を
見
て
よ
り
小
さ
く
感
じ
ら

れ
た
自
分
を
、
蘆
の
中
か
ら
飛
び
出
し
た
鴎
の
姿
に
重
ね
る
こ
と
で
、
作
者
の
孤
独
感
と
や
る
せ
な
さ
を
更
に
突
出
さ
せ
て
い
る
。
風

景
描
写
の
中
に
細
や
か
な
感
情
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
閨
秀
詩
人
な
ら
で
は
の
優
れ
た
手
腕
が
見
ら
れ
る
。

歸
懋
儀
が
頻
繁
に
江
、
浙
に
漂
泊
し
た
の
は
、
実
は
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。｢

客
中
雨
夜
無
寐
寄
小�｣

(『�
餘

餘
草』)

の
中
で
彼
女
は
、
夫
の
不
遇
や
経
済
的
困
窮
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
つ
つ
、
病
身
で
旅
の
空
を
彷
徨
う
哀
し
み
を
、
友
人
汪
端

(

字
は
小�)
に
切
々
と
訴
え
て
い
る
。

又
是
呉
江
楓
落
天

又
是
れ
呉
江
楓
落
の
天

擁
衾
聽
雨
不
成
眠

衾
を
擁
し
雨
を
聴
き

眠
り
を
成
さ
ず

暮
年
作
客
原
非
計

暮
年

客
と
作な

る
は

原も

と
計
る
に
非
ず

末
路
求
名
亦
可
憐

(

外
子
猶
復
俛
首
帖
耳)
末
路

名
を
求
む
る
は

亦
た
憐
む
べ
し(

外
子
は
猶
お
復
た
首
を
俛
し
耳
を
帖
す)

遙
夜
郷
心
易�
觸

遙
夜
に
は

郷
心�
觸

ち
ょ
う
し
ょ
くし
易
く

入
秋
衰
病
倍
纒
綿

秋
に
入
り
て

衰
病
は
倍
ま
す
纒
綿
た
り

知
卿
亦
抱
幽
憂
疾

知
る

卿
も
亦
た
幽
憂
の
疾
を
抱
き

終
歳
叢
殘
手
自
編

終
歳

叢
残

手
自
ら
編
む
を

首
聯
で
は
一
晩
中
眠
れ
ず
、
秋
雨
の
音
に
耳
を
傾
け
る
深
い
孤
独
感
が
印
象
的
で
あ
る
。
第
四
句
の
注
に
い
う｢

俛
首
帖
耳｣

と
は
、

頭
を
垂
れ
耳
を
垂
れ
て
媚
び
諂
う
の
意
味
で
、
韓
愈

｢

應
科
目
時
與
人
書｣

(『

韓
昌
黎
文
集』

巻
三)

の

｢

若
俛
首
帖
耳
揺
尾
而
乞
憐
者
、

非
我
之
志
也｣

を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
憐
れ
み
を
乞
う
夫
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
文
筆
に
よ
っ
て
身
を
立
て
、
不
屈
の
精
神
を
持
つ
歸

懋
儀
の
気
骨
と
は
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
流
浪
の
風
塵
に
幾
た
び
も
苦
労
を
重
ね
た
漂
泊
老
残
の
身
の
辛
さ
は
、
同
じ
く
鬱
結

し
た
胸
懐
を
抱
き
、『

明
三
十
家
詩
選』

を
編
集
し
た
才
女
汪
端
な
ら
ば
、
よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歸
懋
儀
の
坎
軻
不
遇
の
生
き
様
に
つ
い
て
、
汪
端
は

｢

琴
川
歸
佩
珊
夫
人
懋
儀
、
過
余
白
環
花
閣
、
酌
酒
焚
蘭
、
言
歡
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竟
夕
、
且
出
示
所
著�
餘
續
草
、
因
書
四
律
於
巻
首
奉
答
見
贈
之
作｣

そ
の
三

(『

自
然
好
學
齋
詩
鈔』

巻
二)

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

賃
廡
皋
橋
又
幾
年

歌
離
弔
夢
亦
辛
酸

廡
を
皋
橋
に
賃
り
て
よ
り

又
幾
年
ぞ
、
離
を
歌
い
夢
を
弔
い

亦
た
辛
酸
す

女
蘿
古
屋
青
鐙
澹

修
竹�
庭
翠
袖
寒

女
蘿
の
古
屋

青
鐙
澹
た
り
、
修
竹
の�

庭

翠
袖
寒
し

鸞
鳳
無
心
憐
痩
鶴�
葹
何
事
妬
芳
蘭

鸞
鳳
は

痩
鶴
を
憐
れ
む
に
心
無
く
、�
葹
は

何
事
ぞ
芳
蘭
を
妬
む

才
人
自
昔
悲
遭
際

莫
恨
蛾
眉
稱
意
難

才
人

昔
よ
り
遭
際
を
悲
し
む
、
恨
む
莫
か
れ

蛾
眉
の
意
に
称
う
こ
と
難
き
を

こ
の
詩
を
読
め
ば
、
深
い
孤
独
に
耐
え
な
が
ら
自
己
の
運
命
と
格
闘
し
続
け
た
力
強
い
歸
懋
儀
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
だ
ろ
う
。
皋
橋
は
江
蘇
省
呉
県
の�
門
内
。
首
聯
は
借
家
住
ま
い
で
辛
酸
を
嘗
め
尽
く
し
た
歸
懋
儀
の
生
活
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
句
は
杜
甫

｢

佳
人
詩｣
の

｢
天
寒
翠
袖
薄
、
日
暮
倚
脩
竹｣

と
い
う
句
を
踏
ま
え
て
、
杜
甫
の
描
い
た
俗
塵
を
洗
い
落
と
し
た
孤

高
の
佳
人
の
姿
と
歸
懋
儀
を
重
ね
合
わ
せ
、
彼
女
の
高
潔
な
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
一
層
際
立
た
せ
よ
う
と
し
た
も
の
。
尾
聯
に
お
い
て
、

汪
端
は
深
い
感
慨
を
込
め
て
、
不
遇
不
平
の
人
物
た
ち
の
延
長
線
上
に
彼
女
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
逆
境
に
お
か
れ
た
歸
懋
儀
に
元

気
を
奮
い
起
こ
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
汪
端
は
幼
少
よ
り
聡
明
で
、
晋
の
才
女
謝
道�
に
喩
え
ら
れ
て
い
た
。
吟
詠
を

好
み
、
高
邁
庵
の
授
業
を
受
け

｢

毎
嘆
身
非
男
子
、
不
能
盡
師
門
之
誼
、
以
為
平
生
憾
事｣

(

毎つ
ね

に
身
の
男
子
に
非
ず
し
て
、
師
門
の

誼
を
尽
く
す
能
わ
ざ
る
を
嘆
き
、
以
て
平
生
の
憾
事
と
為
す)

と
い
う

(�)
。
三
十
四
才
の
時
、
夫
陳
裴
之
が
漢
皋
で
病
死
し
悲
嘆
に
く
れ

た
。
汪
端
と
歸
懋
儀
の
二
人
の
友
情
の
絆
は
、
同
じ
困
難
を
共
有
し
て
い
れ
ば
こ
そ
と
思
わ
れ
る
。

漂
泊
の
旅
の
途
中
で
、
歸
懋
儀
は
江
南
の
地
の
史
跡
に
深
い
関
心
を
示
し
、
優
れ
た
懐
古
詩
を
少
な
か
ら
ず
作
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
栄
華
と
没
落
の
象
徴
た
る

｢

呉
宮｣

(『�
餘
餘
草』)

を
覧
て
は
、

又
是
呉
宮
落
葉
時

興
亡
轉
眼
劇
堪
憐

又
是
れ
呉
宮
落
葉
の
時
、
興
亡

転
眼

ま
た
た
く

ま
に
し
て

劇
だ
憐
れ
む
に
堪
う

美
人
巧
笑
孤
臣
泣

試
問
君
王
屬
意
誰

美
人
の
巧
笑

孤
臣
の
泣
、
試
み
に
問
う

君
王
は
意
を
誰
に
か
属
す
と

と
詠
ん
で
い
る
。
秋
風
に
木
の
葉
散
り
ゆ
く
侘
び
し
い
呉
宮
を
見
て
、
彼
女
は
春
秋
時
代
の
呉
王
を
こ
う
問
い
詰
め
る
、
心
を
寄
せ
た

の
は
絶
世
の
美
女
西
施
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
忠
臣
伍
員

(

子
胥)

だ
っ
た
の
か
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
歓
楽
に
溺
れ
た
夫
差
を
鋭

く
諷
刺
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
女
は
岳
飛
の
祠
を
訪
れ
て
お
り
、｢

謁
岳
忠
武
祠
恭
和
仁
宗
皇
帝
御
製
詩
韻｣

(『�
餘
餘
草』)

の
中
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で
は
岳
飛
を
追
慕
す
る
心
情
を
吐
露
し
つ
つ
、
秦
檜
を
批
判
し
て
い
る
。

獄
成
三
字
太
無
由

難
洗
當
年
宰
相
羞

獄
の
三
字
に
成
る
は

太
だ
由
無
し
、
洗
い
難
し

当
年
の
宰
相
の
羞

破
敵
未
能
酬
素
志

報
恩
何
暇
問
私
讐

破
敵
未
だ
素
志
に
酬
ゆ
る
能
わ
ず
、
報
恩
何
ぞ
私
讐
を
問
う
に
暇
あ
ら
ん
や

月
明
北
地
魂
難
返

風
撼
南
枝
恨
肯
休

月
は
北
地
に
明
ら
か
に
魂
返
り
難
く
、
風
は
南
枝
を
撼ゆ

る

が
し

恨
み
肯
て
休や

ま
ん

祠
廟
煌
煌
留
御
墨

碧
天
雲
淨
正
清
秋

祠
廟
煌
煌
と
し
て
御
墨
を
留
む
、
碧
天
雲
浄
く
し
て
正
に
清
秋

岳
飛
は｢

莫
須
有｣
と
い
う
だ
け
の
罪
名
の
た
め
に
風
波
亭
で
処
刑
さ
れ
た
。
敵
へ
の
抵
抗
が
罪
と
な
る
運
命
に
遭
っ
た
岳
飛
を
想
い
、

暗
黒
の
現
実
に
対
し
て
深
い
感
慨
を
覚
え
て
い
る
。
同
じ
く
不
遇
な
立
場
に
あ
っ
た
歸
懋
儀
の
心
情
は
、
恐
ら
く
凄
涼
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
歸
懋
儀
の
詩
は
、
平
易
な
言
葉
で
自
己
の
真
情
を
描
き
出
し
て
お
り
、
気
慨
の
高
さ
と
い
う
点
で
も
優
れ

て
い
る
。
ま
た
苦
し
い
漂
泊
の
旅
の
途
中
で
詠
わ
れ
た
も
の
は
、
精
緻
な
自
然
描
写
と
深
い
寂
寞
感
に
彩
ら
れ
た
独
自
の
詩
境
を
具
え

て
い
る
。
袁
枚
か
ら
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
女
弟
子
席
佩
蘭
は
、
歸
懋
儀
の
著
作
を
読
ん
で

｢

同
聽
河
汾
親
講
授
、
輸
君
獨
得
小

倉
傳｣

(

同
に
河
汾
の
親
し
く
講
授
す
る
を
聴
く
も
、
君
独
り
小
倉
の
伝
を
得
た
る
に
輸
す)

(『

長
真
閣
集』

巻
五

｢

題
歸
佩
珊�
餘
詩
稿｣)

と

賛
嘆
し
た
。
席
佩
蘭
の
言
葉
は
や
や
謙
遜
を
含
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
評
価
は
や
は
り
的
確
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

袁
枚
の
女
弟
子
王
倩
は

『�
餘
續
草』

に
付
さ
れ
た
題
詞
に
お
い
て
、｢

推
袁
御
李
共
皈
依｣

(

袁
を
推
し
李
を
御
し
共
に
皈
依
す)

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
清
・
乾
隆
の
進
士
陳
廷
慶
は

｢

袁
絲
以
外
李
青
蓮｣

(

袁
絲
以
外
に
李
青
蓮
あ
り)

と
い
う
。
歸
懋
儀
が
こ

の
二
人
に
共
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
人
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
で
は
、
歸
懋
儀
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う

に
し
て
、
袁
枚
と
李
廷
敬
の
門
下
に
入
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
師
弟
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

李
廷
敬
、
字
は
景
叔
、
號
は
寧
圃
、
味
荘
。
滄
州
の
人
、
乾
隆
四
十
年
の
進
士
で
あ
る
。
江
蘇
省
江
寧
、
蘇
州
の
知
府
を
歴
任
し
、

蘇
松
太
道
に
抜
擢
さ
れ
た
。
友
を
好
み
、
性
格
が
豁
達
で
あ
っ
た
た
め
、
従
う
人
が
多
く
、
時
に
呉
錫
麒
、
袁
枚
、
王
文
治
、
祝
徳
麟
、
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洪
亮
吉
、
陳
廷
慶
、
趙
懷
玉
、
何�
、
林
鎬
、
陸
繼
輅
な
ど
乾
嘉
の
名
士
た
ち
と
詩
文
を
唱
和
し
た
と
い
う

(�)

。
役
人
生
活
の
か
た
わ
ら
、

彼
は
風
雅
を
好
む
学
者
で
も
あ
っ
た

(�)
。

と
こ
ろ
で
、
歸
懋
儀
は
い
か
な
る
経
緯
で
李
廷
敬
の
弟
子
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
手
か
が
り
と
な
る
資
料
は
少
な
い
た
め
、

詳
ら
か
に
し
え
な
い
部
分
が
多
い
。
た
だ
、
席
佩
蘭
は

｢

佩
珊
寄
示
詩
集｣

(『

長
真
閣
集』

巻
五)

に
お
い
て
、｢

輸
君
得
傍
龍
門
住｣

(

君
の
龍
門
に
傍
う
て
住
む
を
得
る
に
輸
す)

と
い
う
句
に

｢

謂
李
味
莊
先
生｣

(

李
味
荘
先
生
を
謂
う)

と
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

歸
懋
儀
は
上
海
に
嫁
い
だ
後
、
地
縁
の
関
係
か
ら
、
李
廷
敬
に
親
し
く
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
因
み
に
乾
隆
五
十
七

年
か
ら
嘉
慶
十
一
年
の
間
、
李
廷
敬
は
上
海
の
兵
備
を
務
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
歸
懋
儀
は

｢
寄
映
藜
四
叔
父
書｣

(『�
餘
尺
牘』)

に

｢�
味
莊
先
生
、
垂
念
舊
交
、
憐
才
破
格｣

(

さ
い
わ
い
頼
に
味
荘

先
生
の
、
念
を
旧
交
に
垂
れ
、
才
を
憐
れ
み
格
を
破
る)

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
李
廷
敬
が
常
例
を
破
っ
て
彼
女
の
師
と
な
っ
た

の
は
、
古
く
か
ら
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
李
廷
敬
と
の
師
弟
関
係
を
知
る
資
料
と
し
て
、
以
下
に
歸
懋
儀

が
嘉
慶
二
年

(

一
七
九
七)

に
作
っ
た｢
丁
巳
孟
夏
謁
見
味
莊
先
生
、
承
賜
近
集
、
并
賜
佳
讌
、
恭
賦
五
百
言
、
用
展
謝
忱｣

(『�
餘
續
草』)

の
一
節
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

前
年
荷
賜
章

珠�
照
眼
纈

前
年

章
を
賜
う
を
荷
い
、
珠�
眼
纈
を
照
ら
す

去
年
再
題
句

雅
調
追
湘
瑟

去
年

再
び
句
に
題
し
、
雅
調

湘
瑟
を
追
う

從
此�
賜
書

褒
賞
口
不
輟

此
れ
従
り�
し
ば
書
を
賜
り
、
褒
賞

口
に
輟
め
ず

薦
之
諸
鉅
老

曰
斯
才
之
桀

之
を
諸
の
鉅
老
に
薦
め
て
、
曰
く

｢

斯
の
才
の
桀
な
る
こ
と

尋
常
閨
房
秀

未
易
與
頏
頡

尋
常

閨
房
の
秀
は
、
未
だ
与
に
頏
頡
し
易
か
ら
ず｣

と

聞
命
意
彷
徨

感
愧
情
交
竭

命
を
聞
く
に

意

彷
徨
し
、
感
愧

情

交
ご
も
竭
く

始
知
文
字
縁

骨
肉
同
真
切

始
め
て
知
る

文
字
の
縁
は
、

骨
肉
と
同
じ
く
真
切
な
る
こ
と
を

｢

前
年｣

と
は
乾
隆
六
十
年

(

一
七
九
五)

の
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
年
に
二
人
の
交
際
関
係
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

時
、
歸
懋
儀
は
三
十
歳
に
な
っ
て
お
り
、
李
廷
敬
は
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。｢
荷
賜
章｣

と
は
、
李
廷
敬
が
彼
女
の
著
作

『�
餘
續
草』

を
読
ん
で
、
詩
を
寄
せ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
歸
懋
儀
の

｢

呈
味
莊
師
即
次
賜
題
拙
集
元
韻｣

(『�
餘
續
草』)

の
後

袁
枚
の
女
弟
子
歸
懋
儀
の
生
涯
と
そ
の
文
学
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に
｢

又
附
味
莊
師�
韻
四
首｣

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
李
廷
敬
は
そ
の
一
に

｢

玉
臺
無
句
不
驚
人｣

(

玉
台
、
句
と
し
て
人
を
驚
か
さ

ざ
る
は
無
し)

、
そ
の
二
に

｢

荷�
有
客
誦
針
神｣

(�
を
荷
う
有
客
は
針
神
と
誦
す)

、
そ
の
四
に

｢

工
書
體
有
垂
珠
妙｣

(

書
に
工
み

に
し
て
、
体
に
垂
珠
の
妙
有
り)

と
詠
っ
て
い
る
。
歸
懋
儀
の
文
章
、
刺
繍
、
書
道
の
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
を
、
李
廷
敬
は
激
賞
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

嘉
慶
元
年

(
一
七
九
六)

以
降
、
師
弟
の
交
わ
り
は
さ
ら
に
深
く
な
っ
た
。
彼
女
は
書
簡
を
通
し
て
李
廷
敬
に
教
え
を
請
い
、
李
廷
敬

は
彼
女
に
王
士�

(
一
六
三
四
〜
一
七
一
一)

撰
の

『

唐
賢
三
昧
集』

を
贈
り

(�)

、
学
問
徳
望
の
あ
る
文
人
に
紹
介
し
て
い
る
。
因
み
に
袁
枚

は
王
士�
を

｢

一
代
の
正
宗
才
力
薄
し｣

(『

小
倉
山
房
詩
集』

巻
二
十
七

｢�
元
遺
山
論
詩｣)

と
評
し
て
お
り
、
否
定
的
に
見
て
い
た
面
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も

｢

一
代
の
正
宗｣

で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
陸
繼
輅
に
よ
っ
て

『
聊
齋
志
異』

の

｢

西
湖
主｣

と

｢

織
成｣

の
故
事
か
ら
取
材
し
て
作
ら
れ
た

『

洞
庭
縁』

傳
奇
に
つ

い
て
、
歸
懋
儀
が
寄
せ
た
題
詩
の
中
に
、｢

味
莊
師
招
看

『

洞
庭
縁』

新
劇｣

(

味
荘
師
、
招
い
て

『

洞
庭
縁』

の
新
劇
を
看
せ
し
む

(�))

と
い
う
注
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
師
弟
揃
っ
て
演
劇
を
観
賞
し
、
上
海
の
市
民
的
文
化
を
満
喫
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、

彼
女
が
詩
と
い
う
文
言
の
文
学
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
通
俗
文
学
に
関
心
を
寄
せ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
李
廷
敬
の
影

響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

嘉
慶
元
年
に
袁
枚
が
上
海
の
李
廷
敬
の
家
を
訪
れ
た
時
、
李
廷
敬
は
歸
懋
儀
を
袁
枚
に
紹
介
し
よ
う
と
し
て
、
家
に
来
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
あ
い
に
く
歸
懋
儀
は
用
事
が
あ
っ
た
た
め
、
袁
枚
に
謁
見
す
る
こ
と
は
果
た
せ
な
か
っ
た

(�)

。
し
か
し
、
用
事
が
終
わ
る
と

歸
懋
儀
は
す
ぐ
袁
枚
に
会
い
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
初
め
て
会
っ
た
時
、
歸
懋
儀
は
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
く
伝
え
る

｢

蘭
皋
覓
句

圖｣

を
袁
枚
に
見
せ
、
そ
れ
か
ら
弟
子
入
り
を
し
た
。
そ
の
時
歸
懋
儀
は
三
十
一
歳
で
あ
り
、
袁
枚
は
す
で
に
八
十
一
歳
に
達
し
て
い

た
。
袁
枚
は

｢

題
歸
佩
珊
女
士
蘭
皋
覓
句
圖｣

(『

小
倉
山
房
詩
集』

巻
三
十
六)

の
中
で
、
ま
た
も
優
秀
な
女
弟
子
を
獲
得
し
た
嬉
し
さ
を

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

今
來
小
泊
申
江
渚

曳
杖
隨
風
扣
仙
府

今
來

小
泊
す

申
江
の
渚
、
杖
を
曳
き
風
に
随
い
て

仙
府
を
扣
く

蒙
卿
一
見
老
袁
絲

喜
上
春
山
眉
欲
舞

卿
の
一
た
び
老
袁
絲
に
見
ゆ
る
を
蒙
り
、
喜
び
て
春
山
に
上
り
眉
舞
わ
ん
と
欲
す

自
言
十
載
奉
心
香�
拜
甘
居
弟
子
行

自
ら

十
載

心
香
を
奉
ず
と
言
い
、�
拜
し
甘
ん
じ
て
弟
子
の
行
に
居
る

中
国
文
学
論
集
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十
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一
朶�
花
天
上
落

也
隨
桃
李
傍
門
牆

一
朶
の�
花

天
上
よ
り
落
ち
、
也
た
桃
李
に
随
い
て
門
牆
に
傍
う

こ
の
後
、
嘉
慶
二
年

(

一
七
九
七)

に
彼
女
は
袁
枚
の

｢

重
赴
鹿
鳴
瓊
林
両
宴
詩｣

へ
の
和
詩
を
二
十
首
も
作
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
巧

み
な
楷
書
で
呉
綾
に
刺
繍
し
て
、
袁
枚
に
奉
っ
て
い
る
。
袁
枚
は
そ
れ
に
感
謝
す
る
詩
を
残
し
て
い
る

(�)

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、

彼
女
が
如
何
に
自
分
の
文
章
、
書
道
、
刺
繍
の
才
能
を
顕
示
し
、
広
く
賞
賛
を
得
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
嘉
慶
二
年
に
袁
枚

が
世
を
去
っ
た
時
、
彼
女
は

｢

輓
隨
園
師｣

(『�
餘
續
草』)

を
作
っ
て
、
哀
切
な
心
情
を
綿
々
と
訴
え
た
。｢

不
堪
下
拜�
衣
日
、
即
是

傳
薪
訣
別
時｣

(
堪
え
ざ
る
は
下
拜
し
て
衣
を�
ぐ
る
の
日
、
即
ち
是
れ
伝
薪
訣
別
の
時
な
る
こ
と)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
は
仰

ぎ
慕
っ
た
師
袁
枚
と
、
生
涯
一
度
し
か
会
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

歸
懋
儀
は
李
廷
敬
と
の
師
弟
関
係
を
袁
枚
の
没
後
も
続
け
て
い
る
。
ま
さ
に

｢

廿
載
青
燈
千
首
詩
、
苦
吟
況
味
只
公
知｣

(

廿
載
青

灯
千
首
の
詩
、
苦
吟
の
況
味
は
只
だ
公
の
み
知
る)
(『�
餘
續
草』

｢

春
夜
讀
味
莊
師
賜
詩
得
四
絶｣)

と
詠
っ
て
い
る
よ
う
に
、
袁
枚
よ
り
も
む

し
ろ
李
廷
敬
の
方
が
歸
懋
儀
の
よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

四

政
界
、
学
界
の
有
力
者
李
廷
敬
と
親
密
な
交
際
を
持
ち
つ
つ
、
在
野
文
壇
の
大
御
所
で
あ
る
袁
枚
の
弟
子
と
も
な
っ
た
歸
懋
儀
に
あ
っ

て
は
、
文
学
方
面
で
の
造
詣
は
ま
す
ま
す
深
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
名
声
も
日
増
し
に
高
く
な
り
、
同
時
に
友
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

広
が
っ
て
い
っ
た
。

孫
原
湘

『

天
真
閣
集』

巻
二
十

｢

李
安
之
歸
佩
珊
夫
婦
過
訪
下
榻
長
真
閣｣

に
は

｢

酒
花
香
雜
墨
花
鮮
、
騰
笑
全
家
盡
廢
眠｣

(

酒

花
の
香
り
雑
り
て
、
墨
花
鮮
か
な
り
、
騰
笑
し
て
全
家
尽
く
眠
り
を
廢
す)

と
あ
る
。
こ
れ
は
李
學�
、
歸
懋
儀
夫
婦
が
孫
原
湘
、
席

佩
蘭
夫
婦
の
家
を
訪
れ
て
、
共
に
文
学
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
と
い
う
消
息
を
語
っ
て
い
る
。
歸
懋
儀
は
席
佩
蘭
と
同
じ
く
常
熟
の
出

身
で
あ
り
、
同
じ
く
袁
枚
の
女
弟
子
で
も
あ
っ
た
た
め
、
互
い
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

歸
懋
儀
は
五
十
代
に
至
る
ま
で
倦
む
こ
と
な
く
詩
を
書
き
つ
づ
け
た
が
、
蘇
州
に
客
寓
し
て
い
る
間
に�
自
珍
に
も
出
会
っ
て
い
る
。

嘉
慶
二
十
一
年

(

丙
子)

、
当
時
二
十
一
歳
だ
っ
た�
自
珍
は
、
歸
懋
儀

(

五
十
一
歳)
の
詩
才
を
李
白
に
な
ぞ
ら
え
、
彼
女
に
会
え
た
喜

袁
枚
の
女
弟
子
歸
懋
儀
の
生
涯
と
そ
の
文
学
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び
と
彼
女
に
対
す
る
崇
敬
の
気
持
ち
を

｢

百
字
令

(

蘇
州
晤
歸
夫
人
佩
珊
、
索
題
其
集)｣

詞
に
綴
っ
た
。
そ
の
下
半
闕
に
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

人
生
才
命
相
妨
、
男
兒
女
士
、��
倶
堪
數
。
眼
底
雲
萍
才
合
處
、
又
道
傷
心
覊
旅

(

夫
人
頻
年
客
蘇
州
、
頗
抱
身
世
之
感)

。

南
國
評
花
、
西
州
弔
舊
、
東
海
趨
庭
去
。
紅
粧
白
也
、
逢
人
都
説
親
睹

(

夫
人
適
李
、
有
李
青
蓮
之
目)

。

(

人
生
、
才
命
の
相
妨
ぐ
る
は
、
男
児
女
士

歴
歴
と
し
て
倶
に
数
う
る
に
堪
う
。
眼
底
、
雲
と
萍
と
才
め
て
合
す
る
処
に
て
、

又
、
傷
心
の
覊
旅
を
道
う

(

夫
人
、
頻
年
、
蘇
州
に
客
た
り
、
頗
る
身
世
の
感
を
抱
く)

。
南
国
に
花
を
評
し
、
西
州
に
旧
を
弔

い
、
東
海
に
庭
を
趨
り
去
く
。
紅
粧
の
白
や
、
人
に
逢
え
ば
都
て
親
し
く
睹
ゆ
と
説
か
ん

(

夫
人
は
李
に
適
し
、
李
青
蓮
の
目

有
り))

。

そ
の
後
も
二
人
の
風
雅
な
文
学
的
交
際
は
続
け
ら
れ
た
。�
自
珍
の
歸
懋
儀
の
詩
に
対
す
る
傾
倒
ぶ
り
は

｢

寒
夜
讀
歸
佩
珊
夫
人
贈

詩
、
有
刪
除�
篋�
詩
料
、�
洗
春
衫
舊
涙
痕
之
語
、
憮
然
和
之｣

(

嘉
慶
二
十
五
年
の
作
、『�
自
珍
全
集』

第
九
輯)

と
い
う
詩
題
を
見
た
だ

け
で
も
十
分
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
多
く
の
有
名
な
男
性
文
人
に
注
目
さ
れ
た
歸
懋
儀
は
六
十
五
歳
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
。
陳
文
述
は

彼
女
の
清
冽
な
生
涯
を
偲
び
、
惻
々
た
る
悲
痛
な
感
傷
を

｢

輓
歸
佩
珊
夫
人｣

(『

頤
道
堂
詩
選』

巻
二
十
七)

に
綴
っ
て
い
る
。

寒
女
神
仙
謝
自
然
、
青
冥
鸞
鶴
去
如
烟
、
殘
山�
水
江
湖
夢
、
斷
粉
零
脂
翰
墨
縁
。
桃
李�
華
留
小
影
、
蓬�
清
淺
感
流
年
、
何

人
解
序
弦
歌
集
、
一
曲
蒼
涼
話
水
天

(

寒
女
の
神
仙

自
然
に
謝
す
、
青
冥
の
鸞
鶴
、
去
り
て
烟
の
如
し
、
残
山�
水
、
江
湖
の

夢
、
断
粉
零
脂
、
翰
墨
の
縁
。
桃
李
の�
華
、
小
影
を
留
め
、
蓬�
の
清
浅
、
流
年
に
感
ず
、
何
人
か
弦
歌
集
に
序
す
る
を
解
せ

ん
、
一
曲
の
蒼
涼
、
水
天
に
話か

た

ら
ん)

。

第
七
句｢

何
人
解
序
弦
歌
集｣

は
、『

史
記』

巻
四
十
七｢

孔
子
世
家｣

の
典
故
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。｢

聞
孔
子
在
陳
蔡
之
間
、
…
…
、

圍
孔
子
於
野
、
不
得
行
、
絶
糧
、
從
者
病
、
莫
能
興
、
孔
子
講
誦
弦
歌
不
衰｣

(

聞
く
な
ら
く
、
孔
子
、
陳
蔡
の
間
に
在
り
、
…
…
、

孔
子
を
野
に
囲
み
、
行
く
を
得
ず
、
糧
を
絶
ち
、
従
者
病
み
、
能
く
興
つ
も
の
莫
し
、
孔
子
講
誦
弦
歌
し
て
衰
め
ず)

と
、
陳
蔡
の
厄

に
遭
っ
た
孔
子
は
、
苦
難
の
中
で
も
学
問
を
講
習
し
続
け
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
生
活
の
糧
を
求
め
る
た
め
に
長
年
四

方
を
漫
遊
し
、
女
弟
子
に
学
問
を
講
習
し
続
け
、
困
窮
し
た
境
遇
を
生
き
抜
い
て
、
ひ
た
す
ら
文
学
の
道
に
自
己
を
捧
げ
た
歸
懋
儀
の

生
涯
を
見
事
に
描
写
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

以
上
、
閨
秀
詩
人
歸
懋
儀
の
生
涯
の
あ
ら
ま
し
と
、
師
を
求
め
る
経
過
、
江
蘇
、
浙
江
を
歴
訪
す
る
折
々
に
出
会
っ
た
文
人
た
ち
、

或
い
は
応
酬
し
た
作
品
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
述
べ
て
み
た
。

彼
女
は
、
ま
ず
地
縁
に
よ
っ
て
李
廷
敬
の
門
下
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
李
廷
敬
の
紹
介
で
袁
枚
と
知
り
合
い
、
主
情
的
文
学
の
真
髄
を

学
び
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
客
旅
の
途
中
で
、
江
南
地
方
の
代
表
的
な
文
人
陳
文
述
、
孫
原
湘
、�
自
珍
と
交
遊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

己
の
文
学
を
新
た
に
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。
彼
女
が
生
涯
二
人
の
先
生
に
師
事
で
き
た
の
は
、
清
乾
嘉
期
に
お
け
る
男
性
文
人
の
間
に
、

師
を
求
め
意
欲
的
に
知
識
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
女
性
を
積
極
的
に
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
風
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う

(�)

。

文
学
を
よ
く
す
る
夫
李
學�
が
い
た
の
に
、
歸
懋
儀
が
な
お
金
を
稼
ぐ
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
は
、
恐
ら
く
夫
の
不
運
と
家
の
没

落
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
や
む
を
得
ず
閨
塾
の
師
に
な
っ
た
彼
女
は
、
文
化
水
準
の
高
い
江
南
を
拠
点
と
し
て
、
師
か
ら
受
け
継
い
だ
文

学
的
主
張
を
幾
多
の
門
弟
に
伝
授
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た

｢

日
從
事
於
詞
章
、
或
作
一
跋
、
或
賦
一
詩
、
藉
博
蠅
頭
微
利｣

(

日

に
詞
章
に
従
事
し
、
或
い
は
一
跋
を
作
り
、
或
い
は
一
詩
を
賦
し
、
蠅
頭
の
微
利
を
藉
博
す)

(｢

寄
映
藜
四
叔
父
書｣

『�
餘
尺
牘』)

と
自
分

の
売
文
生
活
を
披
露
し
て
い
る
。

自
己
表
現
の
一
手
段
と
し
て
、
ま
た
金
を
稼
ぐ
手
段
と
し
て
、
彼
女
は
自
分
の
才
華
を
で
き
る
か
ぎ
り
発
揮
し
、
精
神
的
、
経
済
的

な
自
立
を
図
っ
た
。
長
年
家
郷
を
離
れ
た
土
地
で
執
筆
活
動
に
従
事
し
、
そ
の
文
才
が
多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
た
彼
女
は
、
広
い
意
味

で
は
職
業
的
文
人
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
明
ら
か
に
夫
よ
り
も
輝
か
し
い
文
学
的
業
績
を
持
ち
、
な
お
か
つ
家
庭
を
出
て
社

会
に
参
入
し
、
経
済
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
彼
女
た
ち
の
生
き
方
は
、
儒
家
が
定
め
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
男
女
の
内
外
分

業
の
あ
り
方
を
転
倒
さ
せ
た
も
の
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
明
末
以
来
の
商
業
活
動
の
隆
盛
に
よ
っ
て
、
都
市
は
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
が
、
清
の
乾
嘉
期
に
入
る
と
、
経
済
的

先
進
地
域
で
あ
る
江
南
で
は
貨
幣
経
済
が
よ
り
一
層
浸
透
し
、
社
会
の
様
々
な
面
で
儒
教
を
中
心
と
す
る
旧
秩
序
は
大
き
く
揺
ら
い
で

い
た
。
そ
し
て
、
女
性
の
文
芸
世
界
へ
の
進
出
が
急
速
化
す
る
に
伴
っ
て
、
男
勝
り
の
才
女
は
文
壇
で
活
躍
し
、
女
性
の
手
に
な
る
男

袁
枚
の
女
弟
子
歸
懋
儀
の
生
涯
と
そ
の
文
学

85



― ―

性
と
の
競
争
意
識
が
込
め
ら
れ
た
文
学
作
品
や
言
論
も
数
々
書
か
れ
た

(�)

。
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
た
清
の
閨
秀
詩
人
た
ち
の
多
く
は
、

巧
み
に
儒
教
的
道
徳
に
従
い
つ
つ
も
、
一
方
、
巧
み
に
そ
れ
に
抵
抗
し
て
も
い
た
。
男
女
の

｢

内｣

と

｢

外｣

の
境
が
明
末
以
前
よ
り

曖
昧
に
な
る
に
至
っ
た
の
は
、
や
は
り
以
上
の
よ
う
な
社
会
的
、
文
学
的
背
景
と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

何
と
か
自
分
の
力
で
生
き
抜
こ
う
と
試
み
た
歸
懋
儀
の
境
遇
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
制
限
や
不
満
を
痛
感
し
て
い
た
陳
文
述
の
女

弟
子
呉
藻
と
汪
端
に
は
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
た
。
歸
懋
儀
も
特
に
女
性
の
欲
望
、
才
華
を
顕
彰
す
る
呉
藻
の

『

喬
影』

と
陳
端
生
の

『

再
生
縁』

に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
彼
女
は
こ
れ
ら
の
文
学
作
品
に
題
詞
を
寄
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の
抱
い
て
い
る
苦
悩
や
恨

み
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
た
ば
か
り
で
な
く
、
女
と
し
て
の
自
覚
を
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
代
に
お
け
る
歸
懋
儀
の
文
学
的
な
評
価
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
陳
文
述
は
屈
秉�『�
玉
樓
集』

に
寄
せ

た
序
文
に
お
い
て
、
屈
秉�
、
席
佩
蘭
の
後
に
続
き

｢

歸
佩
珊
之
耀
艶
温
恭
、
英
華
彌
縟
、
或
冠
衆
人
於
群
玉
、
或
標
冷
艶
於
遺
珠｣

(

歸
佩
珊
の
耀
艶
温
恭
、
英
華
彌
い
よ
縟
に
し
て
、
或
い
は
衆
人
を
群
玉
に
冠
し
、
或
い
は
冷
艶
を
遺
珠
に
標
す)

と
歸
懋
儀
へ
の
賛

辞
を
惜
し
ま
な
い
。
要
す
る
に
、
歸
懋
儀
は
席
佩
蘭
、
屈
秉�
と
並
び
称
さ
れ
、
常
熟
出
身
の
重
要
な
女
流
詩
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
衆
多
の
袁
枚
の
女
弟
子
の
中
で
、
道
光
年
間
ま
で
文
壇
で
活
躍
し
続
け
、
更
に
詩
詞
以
外
に
説
唱
文
学
に
も
深
い
関
心
を

示
し
た
の
は
、
歸
懋
儀
の
み
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
汲
め
ど
も
尽
き
せ
ぬ
泉
の
よ
う
な
創
作
力
を
以
て
、
生
涯
に
千
首
以
上
の
詩
を
作
っ

て
い
る

(�)

。
そ
こ
に
は
当
時
の
文
学
者
と
の
交
流
の
痕
跡
、
知
的
女
性
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
が
、
歸
懋
儀
な
ら
で
は
の
鋭
い
視
点
で
生
き

生
き
と
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
厖
大
な
業
績
は
清
代
女
流
文
学
史
に
確
か
な
一
歩
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
そ
れ
に
相
応
し
い

正
当
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注

(

１)

洪
亮
吉

『

更
生
齋
詩
續
集』

巻
一
に

｢

再
跋
佩
珊
女
史�
餘
詩
草｣

が
あ
り
、
注
に

｢

客
冬
承
親�
荷�
及
詩
筒
見
寄｣

と
あ
る
。

(

２)

い
ま
我
々
が
入
手
し
う
る
通
行
本
の
袁
枚
編

『

隨
園
女
弟
子
詩
選』

に
は
、
歸
懋
儀
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
筆
者
が
こ
れ
を
上
海
図
書
館
所
蔵
の

『�
餘
續
草』

と
対
照
し
た
と
こ
ろ
、『

隨
園
女
弟
子
詩
選』

巻
五
に
収
録
さ
れ
た
王
倩
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の
詩
の
う
ち
、
何
と
二
十
題
、
三
十
八
首
の
内
容
が

『�
餘
續
草』

の
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
歸
懋
儀

の
生
涯
を
考
察
す
る
中
で
は
、
こ
れ
ら
重
複
す
る
詩
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
一
体
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
の
か
。
こ
の
版

本
上
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
の
究
明
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

(

３)
『

隨
園
詩
話
補
遺』

巻
五
の
三
十
六
に

｢

松
江
李
硯
會
刻
其
亡
姐
一
銘
心
敬
及
子
婦
歸
懋
儀
佩
珊
二
人
詩
、
號
二
餘
集
、
曹
劍
亭
給
諌
爲

之
作
序｣
と
あ
る
。

(

４)

施
淑
儀

『
清
代
閨
閣
詩
人
徴
略』

巻
五
に

｢

楊
鳳�
、
…
…
、
上
海
李
心
耕
室
、
有
鴻
寶
樓
詩
稿｣

と
あ
る
。

(

５)

歸
懋
儀

『�
餘
詩
餘』

に
付
さ
れ
た
李
廷
敬
の
詞

｢

壺
中
天｣

の
内
容
に
よ
る
。

(

６)

胡
文
楷

『

歴
代
婦
女
著
作
考』

書
名
索
引
に
よ
る

(

鼎
文
書
局
出
版

一
九
七
三
年)

。

(

７)

歸
懋
儀

『�
餘
續
草』
に

｢
讀
小
倉
山
房
詩
集｣

が
あ
る
。

(

８)

不
櫛
書
生
と
は
女
子
で
文
学
に
通
達
し
て
い
る
者
を
称
誉
す
る
語
で
あ
る
。
唐
・
朱
揆

『

諧�
録』

に

｢

關
圖
文
有
妹
能
文
、
毎
語
人

曰
、
有
一
進
士
、
所
恨
不
櫛
耳｣
と
あ
る
。

(

９)

陳
文
述

『

西�
閨
詠』

巻
十
六

｢

花
簾
書
屋
懷
呉
蘋
香｣

に

｢

…
嘗
寫
飲
酒
讀
騷
小
影
、
作
男
子
装
、
自
填
南
北
調
樂
府
、
極
感
慨
淋

漓
之
致
、
託
名
謝
絮
才
、
殆
不
無
天
壤
王
郎
之
感
耶｣

と
あ
る
。

(

10)

陳
文
述

『

西�
閨
詠』

巻
十
四

｢

蒹
葭
里
懷
歸
佩
珊｣

に

｢

佩
珊
…
往
来
江
浙
為
閨
塾
師
、
若
黄
皆
令
、
卞
篆
生
也｣

と
あ
る
。
ま
た

陳
文
述

『

頤
道
堂
詩
選』

巻
二
十
七

｢

輓
歸
佩
珊
夫
人｣

詩
の
注
に

｢

華
芸
卿
、
黄
蘭
卿
、�
卿
皆
夫
人
詩
弟
子｣

と
あ
る
。

(

11)

黄
媛
介
に
関
し
て
は
梁
乙
真

『

清
代
婦
女
文
學
史』
を
参
照

(

台
湾
中
華
書
局
出
版

一
九
七
九
年)

。
ま
た
、(

美)

高
彦
頤
著
、
李

志
生
譯

『

閨
塾
師
・
明
末
清
初
江
南
的
才
女
文
化』

第
三
章
に
も
詳
し
い
論
述
が
あ
る

(

江
蘇
人
民
出
版
社

二
〇
〇
四
年)

。

(

12)
『

自
然
好
學
齋
詩』

の
管�
の
序
文
に
よ
る

(

施
淑
儀

『

清
代
閨
閣
詩
人
徴
略』

巻
八

鼎
文
書
局
出
版)

。

(

13)

徐
世
昌

『

大
清
幾
輔
先
哲
傳』

に

｢

李
廷
敬
、
字
敬
叔
、
一
號
寧
圃
、
味
莊
。
滄
州
人
。
…
乾
隆
三
十
八
年
應
天
津
召
試
、
欽
賜
舉
人
、

四
十
年
乙
未
成
進
士
。
…
…
、�
江
蘇
江
寧
、
蘇
州
知
府
、
擢
蘇
松
太
道
。
時
與
呉
錫
麒
、
袁
枚
、
王
文
治
、
祝�
麟
、
洪
亮
吉
、
陳

廷
慶
、
趙
懷
玉
、
何�
、
林
鎬
、
陸
繼
輅
輩
以
詩
文
相
雄
長｣

と
あ
る
。

(

14)

袁
枚
に
与
え
た
李
廷
敬
の
詩
は

『

續
同
人
集』

に

｢

過
訪
類｣

｢

初
至
隨
園｣

、｢
生
挽
類｣

｢

和
簡
齋
先
生
自
挽
詩｣

、｢

送
行
留
別
類｣
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｢

移
任
雲
間
留
別
簡
齋
前
輩｣

が
あ
る
。
洪
亮
吉

『

北
江
詩
話』

巻
一
に

｢

李
兵
備
廷
敬
詩
、
如
三
齊
服
官
、
組
織
輕
巧｣

と
い
う
。

(
15)

『�
餘
續
草』

に

｢

味
莊
師
賜
唐
賢
三
昧
集
口
占
二
絶｣

詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(

16)
蔡
毅
編
著

『

中
國
古
典
戯
曲
序
跋
彙
編』

第
三
冊

(

齊
魯
書
社

一
九
八
九
年)

。

(

17)
『�

餘
續
草』

に

｢

隨
園
先
生
來
海
上
、
蒙
味
莊
師
道
儀
詩
不
置
口
、
并
命
謁
見
官
閣
、
因
事
不
果
賦
謝｣

と
あ
る
の
に
よ
る
。

(

18)
『

小
倉
山
房
詩
集』

巻
三
十
七
に｢

歸
佩
珊
女
公
子
將
余
擬
重
赴
鹿
鳴
、
瓊
林
両
宴
詩
以
銀
鉤
小
楷
綉
向
呉
綾
、
見
和
廿
章
、
情
文
雙
美
、

余
感
其
意
愛
其
才
、
賦
詩
謝
之｣

が
残
さ
れ
て
い
る
。

(

19)

袁
枚
の
女
弟
子
駱
綺
蘭
は
同
時
に
三
人
の
男
性
文
人
に
師
事
し
て
い
る
。
拙
稿

｢

閨
秀
詩
人
駱
綺
蘭
小
伝
―
清
乾
嘉
期
に
お
け
る
一
婦

人
の
生
き
方
―｣
を
参
照

(『

九
州
中
國
學
會
報』

第
三
十
七
巻)

。

(

20)

合
山
究

｢

明
清
時
代
の
女
性
文
芸
に
お
け
る
男
性
志
向
に
つ
い
て
―

｢

巾
幗
の
気｣

の
除
去
と

｢

鬚
眉
の
気｣

の
獲
得
―｣

を
参
照

(『

九
州
中
國
學
會
報』

第
四
十
二
巻)

。
(

21)�
自
珍

｢

李
復
軒
秀
才
學�
惠
序
吾
文
、
鬱
鬱
千
餘
言
、
詩
以
報
之｣

詩
に

｢

君
配
歸
夫
人
、
著
詩
千
餘
篇｣

と
い
う
注
が
あ
る

(『�

自
珍
全
集』

第
九
輯

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
九
九
年)

。
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